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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第67期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第68期
第１四半期連結
累計(会計)期間

第67期

会計期間
自平成21年４月１日
至平成21年６月30日

自平成22年４月１日
至平成22年６月30日

自平成21年４月１日
至平成22年３月31日

売上高（百万円） 5,387 6,858 23,572

経常利益（百万円） 381 971 2,570

四半期（当期）純利益（百万円） 198 631 2,291

純資産額（百万円） 16,030 17,936 17,603

総資産額（百万円） 36,449 35,410 36,679

１株当たり純資産額（円） 1,271.29 1,426.03 1,400.23

１株当たり四半期（当期）純利益金額

（円）
16.11 51.36 186.32

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）

純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 42.9 49.5 47.0

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
1,481 △32 5,954

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△778 △1,016 △2,428

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△1,112 △750 △4,365

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残

高（百万円）
5,776 3,490 5,284

従業員数（人） 694 728 703

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成していますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

いません。

２．売上高には、消費税等は含んでいません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載していま

せん。
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２【事業の内容】

　当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社および当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

 

３【関係会社の状況】

　当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。なお、以下の会社が新たに提出会社の関

係会社となりました。

　

名称

　

住所

資本金

(百万円）　　

　

主要な事業の内容

議決権の所有割合又

は被所有割合

（％)

関係内容

(連結子会社)

コスメドステラ㈱

　

　大阪市中央区 　　　　20 コスメティック　             100

当社化粧品販売

業務を委託　

役員の兼任３名

(注)主要な事業の内容欄には、セグメント情報の名称を記載しています。

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成22年６月30日現在

従業員数（人） 728 (56)

（注）従業員数は、就業人員（当社グループからグループ外への出向者を除き、グループ外から当社グループへの出向

者を含む。）であり、臨時雇用者数（パートタイマー、人材会社からの派遣社員、季節工を含む。）は、当第１四半

期連結会計期間の平均人員を（　）外数で記載しています。

(2）提出会社の状況

 平成22年６月30日現在

従業員数（人） 227 (21)

（注）従業員数は、就業人員（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含む。）であり、臨時雇用者

数（パートタイマー、人材会社からの派遣社員、季節工を含む。）は、当第１四半期会計期間の平均人員を（　）外

数で記載しています。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

（1）生産実績

　当第１四半期連結会計期間の生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりです。

セグメントの名称
当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

前年同期比（％）

高純度薬品（百万円） 5,575 137.3

運輸（百万円） － －

メディカル（百万円）　 － －

コスメティック（百万円）　 － －

　　報告セグメント計（百万円） 5,575 137.3

その他（百万円） 4 －

合計（百万円） 5,579 137.4

　（注）１．金額は販売価格によっており、セグメント間の内部振替前の数値によっています。

２．上記の金額には、消費税等は含まれていません。

（2）商品仕入実績

　当第１四半期連結会計期間の商品仕入実績をセグメントごとに示すと、次のとおりです。

セグメントの名称
当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

前年同期比（％）

高純度薬品(百万円) 244 145.1

運輸(百万円) 9 1,616.7

メディカル（百万円）　 － －

コスメティック（百万円） 5 146.3

　　報告セグメント計（百万円） 259 150.2

その他(百万円) 19 122.1

合計（百万円） 278 147.9

　（注）１．金額は仕入価格によっています。

２．上記の金額には、消費税等は含まれていません。

（3）受注状況

　当社グループ（当社および連結子会社）は主として見込み生産を行っているため、該当事項はありません。
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（4）販売実績

　当第１四半期連結会計期間の販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりです。

セグメントの名称
当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

前年同期比（％）

高純度薬品   

 表面処理（百万円） 351 118.2

 フロン（百万円） 342 166.0

 半導体・液晶関連（百万円） 2,771 128.4

 半導体装置関連（百万円） 292 226.6

 電池（百万円） 1,062 121.7

 反応触媒（百万円） 249 120.3

 土壌改良剤（百万円） 15 168.3

 その他（百万円） 373 131.7

 小計（百万円） 5,458 131.1

 商品（百万円） 240 139.3

 合計（百万円） 5,698 131.4

運輸（百万円） 1,041 105.0

メディカル（百万円） － －

コスメティック（百万円） 21 122.9

　　報告セグメント計（百万円） 6,762 126.5

その他（百万円） 96 232.4

合計（百万円） 6,858 127.3

　（注）１．上記の金額は、セグメント間取引の相殺消去後の数値です。

２．前第１四半期連結会計期間および当第１四半期連結会計期間における主な相手先別の販売実績および当該

販売実績の総販売実績に対する割合は次のとおりです。

相手先

前第１四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

金額（百万円） 割合（％） 金額（百万円） 割合（％）

丸善薬品産業株式会社 1,119 20.8 1,343 19.6

３．本表の金額には、消費税等は含まれていません。

２【事業等のリスク】

　当第１四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。　
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３【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

 

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1)業績の状況

当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、輸出や生産の持ち直しなどから、設備投資も下げ止まるなど

景気は緩やかに回復しておりますが、欧州諸国の財政危機に端を発する世界景気の先行き懸念が強まり、円高とデ

フレの進行などにより依然として厳しい状況で推移しました。　

このような環境のもと、当社グループは、国内外の情報通信産業を中心に、顧客のニーズに基づいた多種多様な

フッ化物製品の供給を行うとともに、特殊貨物輸送で培った独自のノウハウに基づいた化学品の物流を担う事業展

開を行ってきました。

この結果、当第１四半期連結会計期間の業績は、売上高68億58百万円（前年同四半期比27.3％増）となり、営業利

益９億90百万円（同133.8％増）、経常利益９億71百万円（同154.5％増）、四半期純利益６億31百万円（同218.9％

増）となりました。

　セグメントの業績は次のとおりです。

①高純度薬品

高純度薬品事業の売上高については、主力部門である半導体・液晶部門において、アジア市場の回復を背景に

輸出が伸び前年同四半期を上回りました。また、電池部門においては、生産能力の増強後も順調に出荷量が増加し

ました。その結果、売上高は56億98百万円（前年同四半期比31.4％増）、営業利益は12億46百万円（同121.7％

増）となりました。

②運輸

運輸事業の売上高については、景気の持ち直しを背景に運輸・倉庫関連収入が堅調に推移し、前年同四半期を

上回りました。しかし、営業利益については、軽油などの運送コストが若干増加し減益となりました。その結果、売

上高は10億41百万円（前年同四半期比5.0％増）、営業利益は１億36百万円（同1.5％減）となりました。

③メディカル

メディカル事業につきましては、主として非臨床試験費用および治験準備費用を計上した結果、営業損益は１

億96百万円の損失（前年同四半期は営業損失２億９百万円）となりました。

④コスメティック

コスメティック事業につきましては、インターネット販売および店舗販売が順調に推移した結果、売上高は21

百万円（前年同四半期比22.9％増）となりました。営業損益は、広告およびイベント関連の販促費用を計上した

結果、73百万円（前年同四半期は営業損失45百万円）の損失となりました。

⑤その他

その他の区分の売上高は96百万円（前年同四半期比132.4％増）となりました。営業損益は、新規事業のムーン

ライト事業の先行投資費用が発生したこと等により、１億28百万円（前年同四半期は営業損失21百万円）の損失

となりました。

(2)キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という）は34億90百万円となり、

前連結会計年度末に比べ17億93百万円減少しました。

　当第１四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりです。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果支出した資金は32百万円（前年同四半期は14億81百万円の収入）となりました。これは、税金

等調整前四半期純利益が９億61百万円、減価償却費が６億７百万円、法人税等の支払10億50百万円、売上債権の増

加６億40百万円等によるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は10億16百万円（前年同四半期比２億37百万円支出増加）となりました。これ

は、有形固定資産の取得等によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果支出した資金は７億50百万円（同３億61百万円支出減少）となりました。これは、有利子負債

の返済、配当金の支払等によるものです。

(3)事業上及び財務上の対処すべき課題
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当第１四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(4)研究開発活動

当第１四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発費は、２億92百万円です。なお、当第１四半期連結

会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末において計画中であった重要な設備の拡充について完了

したものは次のとおりであります。

拡充

　高純度薬品事業において、前連結会計年度末に計画していました当社の泉工場のLiPF6生産設備の増設について

は、平成22年５月に完了し、６月から操業を開始しています。

　これにより、同工場の生産能力は約45％増加しました。　

　

EDINET提出書類

ステラケミファ株式会社(E00805)

四半期報告書

 8/26



第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 40,000,000

計 40,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成22年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成22年８月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 12,300,000 12,300,000

東京証券取引所

大阪証券取引所

各市場第一部

単元株式数

100株　

計 12,300,000 12,300,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高
（千株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額(百万円)

資本準備金残
高（百万円）

平成22年４月１日～

平成22年６月30日
－ 12,300 － 3,180 － 3,288

 

（６）【大株主の状況】

　当第１四半期会計期間において、フィデリティ投信株式会社から、平成22年５月７日付の大量保有報告書の写し

の送付があり、平成22年４月30日現在で1,222千株を保有している旨の報告を受けていますが、株主名簿の記載内

容が確認ができないため、当社として実質所有株式数の確認ができません。

なお、フィデリティ投信株式会社の大量保有報告書の写しの内容は以下のとおりです。

　　大量保有者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フィデリティ投信株式会社　

　　住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東京都港区虎ノ門４丁目３番１号

　　保有株券等の数　　　　　　　　　　　　　　　　　株式　1,222,900株

　　株券等保有割合　　　　　　　　　　　　　　　　　9.94％
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成22年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしていま

す。

①【発行済株式】

 （平成22年３月31日現在）

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式         300 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式  12,295,600 122,956単元株式数100株

単元未満株式 普通株式       4,100 － １単元(100株)未満の株式

発行済株式総数 12,300,000 － －

総株主の議決権 － 122,956 －

　

②【自己株式等】

 （平成22年３月31日現在）

所有者の氏名または名
称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合（％）

ステラケミファ株式会社

大阪市中央区

淡路町三丁目

６番３号

300 － 300 0.00

計 － 300 － 300 0.00

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別 平成22年４月 ５月 ６月

最高（円） 4,035 3,750 3,520

最低（円） 3,510 2,770 2,881

　（注）最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものです。

 

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しています。

　なお、前第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）および前第１四半期連結累計期

間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第１四半期連

結会計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）および当第１四半期連結累計期間（平成22年４月１日

から平成22年６月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しています。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平

成21年６月30日まで）および前第１四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）に係る四

半期連結財務諸表並びに当第１四半期連結会計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）および当第１

四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、新日本有

限責任監査法人による四半期レビューを受けています。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,560 5,354

受取手形及び売掛金 6,142 5,473

商品及び製品 817 823

仕掛品 676 664

原材料及び貯蔵品 601 558

その他 511 532

貸倒引当金 △7 △6

流動資産合計 12,301 13,401

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※
 6,711

※
 6,778

機械装置及び運搬具（純額） ※
 6,499

※
 6,526

土地 5,490 5,490

建設仮勘定 1,666 1,335

その他（純額） ※
 916

※
 984

有形固定資産合計 21,284 21,115

無形固定資産

のれん 649 682

その他 91 88

無形固定資産合計 740 771

投資その他の資産

その他 1,088 1,394

貸倒引当金 △4 △3

投資その他の資産合計 1,083 1,391

固定資産合計 23,109 23,278

資産合計 35,410 36,679

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,645 1,476

短期借入金 3,089 2,998

1年内返済予定の長期借入金 2,737 2,786

未払法人税等 375 1,084

賞与引当金 147 247

その他 1,576 2,197

流動負債合計 9,572 10,790

固定負債

長期借入金 6,699 7,236

退職給付引当金 724 693

役員退職慰労引当金 346 338

その他 129 17

固定負債合計 7,901 8,285

負債合計 17,474 19,075
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（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 3,180 3,180

資本剰余金 3,288 3,288

利益剰余金 11,272 10,993

自己株式 △1 △1

株主資本合計 17,740 17,461

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 5 13

為替換算調整勘定 △206 △252

評価・換算差額等合計 △201 △239

少数株主持分 397 381

純資産合計 17,936 17,603

負債純資産合計 35,410 36,679
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

売上高 5,387 6,858

売上原価 4,137 4,871

売上総利益 1,249 1,987

販売費及び一般管理費 ※
 825

※
 996

営業利益 423 990

営業外収益

持分法による投資利益 35 25

その他 32 40

営業外収益合計 68 66

営業外費用

支払利息 63 37

為替差損 44 39

その他 2 8

営業外費用合計 110 85

経常利益 381 971

特別利益

固定資産売却益 9 1

特別利益合計 9 1

特別損失

固定資産売却損 1 －

投資有価証券評価損 6 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 11

その他 0 1

特別損失合計 8 12

税金等調整前四半期純利益 382 961

法人税等 188 318

少数株主損益調整前四半期純利益 － 642

少数株主利益又は少数株主損失（△） △4 11

四半期純利益 198 631
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 382 961

減価償却費 593 607

のれん償却額 － 37

貸倒引当金の増減額（△は減少） 0 2

賞与引当金の増減額（△は減少） △42 △99

退職給付引当金の増減額（△は減少） △13 31

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △61 8

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 11

受取利息及び受取配当金 △12 △1

支払利息 63 37

為替差損益（△は益） 22 49

持分法による投資損益（△は益） △35 △25

投資有価証券評価損益（△は益） 6 －

有形固定資産廃棄損及び売却損益（△は益） △7 △0

売上債権の増減額（△は増加） 302 △640

たな卸資産の増減額（△は増加） 391 △42

仕入債務の増減額（△は減少） 48 157

その他の流動資産の増減額（△は増加） △92 31

その他の流動負債の増減額（△は減少） △133 △229

未収消費税等の増減額（△は増加） 61 2

未払消費税等の増減額（△は減少） 30 △67

その他 56 38

小計 1,560 870

利息及び配当金の受取額 29 186

利息の支払額 △55 △39

法人税等の支払額 △52 △1,050

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,481 △32

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △693 △1,013

有形固定資産の売却による収入 19 2

投資有価証券の取得による支出 △0 △0

子会社株式の取得による支出 △90 －

その他の支出 △15 △6

その他の収入 0 1

投資活動によるキャッシュ・フロー △778 △1,016

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △384 73

長期借入れによる収入 1,036 99

長期借入金の返済による支出 △1,544 △689

配当金の支払額 △219 △234

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,112 △750

現金及び現金同等物に係る換算差額 4 △43

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △405 △1,842

現金及び現金同等物の期首残高 6,182 5,284

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減
額（△は減少）

－ 48

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 5,776

※
 3,490
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

１．連結の範囲に関する事項の変更 （1）連結の範囲の変更

　　当第１四半期連結会計期間において、コスメドステラ株式会社は新たに設

立したため、また、ホルトプラン株式会社は重要性が増したため、連結の範

囲に含めています。　　

　 （2）変更後の連結子会社の数

　　12社

２．会計処理基準に関する事項の変更 （1）「持分法に関する会計基準」および「持分法適用関連会社の会計処理

に関する当面の取扱い」の適用

　　当第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計

基準第16号　平成20年３月10日公表分）および「持分法適用関連会社の会

計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第24号　平成20年３月10

日）を適用しています。

　これによる損益に与える影響はありません。

（2）資産除去債務に関する会計基準の適用

　　当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企

業会計基準第18号　平成20年３月31日）および「資産除去債務に関する会

計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）

を適用しています。

　　これにより、営業利益、経常利益がそれぞれ2百万円減少し、税金等調整前四

半期純利益が、13百万円減少しています。また当会計基準の適用開始による

資産除去債務の変動額は、111百万円です。

 

【表示方法の変更】

当第１四半期連結会計期間

(自　平成22年４月１日

　至　平成22年６月30日)　

(四半期連結損益計算書関係)

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用

語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適

用により、当第１四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しています。
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【簡便な会計処理】

　該当事項はありません。

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

１．税金費用の計算 　税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引

前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引

前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しています。

　なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しています。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第１四半期連結会計期間末
（平成22年６月30日）

前連結会計年度
（平成22年３月31日）

※　　有形固定資産の減価償却累計額 ※　　有形固定資産の減価償却累計額 

25,949百万円 25,377百万円

（四半期連結損益計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目および金額は

次のとおりであります。

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目および金額は

次のとおりであります。

賞与引当金繰入額 7百万円

役員退職慰労引当金繰入額 28 

研究開発費 315 

賞与引当金繰入額 23百万円

役員退職慰労引当金繰入額 8 

研究開発費 292 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

(平成21年６月30日現在) (平成22年６月30日現在)

現金及び預金勘定 5,776百万円

預入期間が３カ月を超える

定期預金
－百万円

現金及び現金同等物 5,776百万円

現金及び預金勘定 3,560百万円

預入期間が３カ月を超える

定期預金
△70百万円

現金及び現金同等物 3,490百万円

（株主資本等関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成22年６月30日）および当第１四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至

平成22年６月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　　　　　　　　　12,300,000株

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　　　　　　　　　　　　 373株　　　　　　　　　

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

４．配当に関する事項

　配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年５月18日

取締役会
普通株式 270 22平成22年３月31日平成22年６月８日利益剰余金

５．株主資本の金額の著しい変動

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年６月30日）

 
高純度
薬品事業
（百万円）

運輸事業
(百万円)

 
メディカル
事業

（百万円）
 

コスメ
ティック
事業

（百万円）

その他
事業

（百万円）

計
（百万円）

消去又は
全社
(百万円)

連結
（百万円）

売上高         

（1）外部顧客に対

する売上高
4,336 991 － 17 41 5,387 － 5,387

（2）セグメント間

の内部売上高

又は振替高

0 532 － － 37 570 (570) －

計 4,336 1,524 － 17 78 5,958 (570)5,387

営業利益（又は

損失(△)）
562 138 △209 △45 △21 423 0 423

　

(注)１．事業区分の方法

　　　　事業は、製品の種類、性質などの類似性を考慮して、区分しています。　

　　２．各事業の主な内容

　（1）高純度薬品事業…高純度薬品の製造、販売

　（2）運輸事業…………化学薬品等の輸送、保管、通関業務など

　（3）メディカル事業………医薬品研究

　（4）コスメティック事業…化粧品販売

　（5）その他事業……………保険代理、自動車整備、食品販売

３．事業区分の方法の変更

　事業区分の方法については、従来、事業の種類・性質の類似性等の観点に基づき３区分としていましたが、

前第２四半期連結会計期間より、従来その他事業に含めて表示していたメディカル事業およびコスメティッ

ク事業の全セグメントに占める割合が高くなったため、メディカル事業およびコスメティック事業をその他

事業から分離することとしました。 

　なお、前第１四半期連結累計期間のセグメント情報を当第１四半期連結累計期間において用いた事業区分

の方法により区分すると次のようになります。

前第１四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年６月30日）

 
高純度
薬品事業
（百万円）

運輸事業
(百万円)

 
メディカル
事業

（百万円）
 

コスメ
ティック
事業

（百万円）

その他
事業

（百万円）

計
（百万円）

消去又は
全社
(百万円)

連結
（百万円）

売上高         

（1）外部顧客に対

する売上高
6,260 1,185 － 11 41 7,499 － 7,499

（2）セグメント間

の内部売上高

又は振替高

1 685 － － 43 731 (731) －

計 6,261 1,871 － 11 85 8,230 (731)7,499

営業利益（又は

損失(△)）
671 162 △73 △35 6 730 0 730
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【所在地別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年６月30日）

 
日本

（百万円）
アジア諸国
(百万円)

計
（百万円）

消去又は全社
(百万円)

連結
（百万円）

売上高      

（1）外部顧客に対する売上高 5,248 138 5,387 － 5,387

（2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
155 724 880 (880) －

計 5,403 863 6,267 (880) 5,387

営業利益 372 61 433 △10 423

　（注）１．地域は、地理的近接度により区分しています。

２．区分に属する国または地域

アジア諸国…………シンガポール、中国

　 

【海外売上高】

前第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年６月30日）

 アジア諸国 北米 欧州諸国 その他の地域 計

Ⅰ．海外売上高（百万円） 1,910 121 26 0 2,060

Ⅱ．連結売上高（百万円）     5,387

Ⅲ．海外売上高の連結売上高

に占める割合（％）
35.5 2.2 0.5 0.0 38.2

　（注）１．地域は、地理的近接度により区分しています。

２．各区分に属する主な国または地域

（1）アジア諸国…………韓国、台湾、中国、マレーシア、香港、タイ、シンガポール他

（2）北米…………………米国

（3）欧州諸国……………ドイツ、イギリス他

（4）その他の地域………オーストラリア

３．海外売上高は、当社および連結子会社の本邦以外の国または地域における売上高です。
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【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

　当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資源

の配分の決定および業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものです。

　当社は、取締役会、経営会議において、当社グループ全体を包括的に把握し、各子会社ごとの報告を基礎とした各

事業別の戦略を立案し、事業活動を展開しています。　

　したがって、当社は、事業別のセグメントから構成されており、「高純度薬品事業」、「運輸事業」、「メディカ

ル事業」および「コスメティック事業」の４つを報告セグメントとしています。

　「高純度薬品事業」は、高純度薬品の製造、販売を行っています。「運輸事業」は、化学薬品等の輸送、保管およ

び通関業務などを行っています。「メディカル事業」は、医薬品の研究を行っています。「コスメティック事業」

は、化粧品販売を行っています。

２．報告セグメントごとの売上高および利益または損失の金額に関する情報

当第１四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年６月30日）

　 （単位：百万円）

 
報告セグメント

その他
（注）

合計高純度
薬品　

運輸 メディカル
コスメ
ティック

計

売上高        

外部顧客への

売上高
5,698 1,041 － 21 6,762 96 6,858

セグメント間の

内部売上高又は

振替高

28 696 － － 725 36 761

計 5,727 1,738 － 21 7,487 133 7,620

セグメント利益

又は損失（△）
1,246 136 △196 △73 1,112 △128 984

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、保険代理事業、自動車整備

事業、アグリ事業およびムーンライト事業（蓄光製品の製造販売）を含んでいます。

３．報告セグメントの利益または損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額および当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

　 （単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 1,112

「その他」の区分の利益 △128

セグメント間取引消去 6

四半期連結損益計算書の営業利益 990

　

４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失またはのれん等に関する情報

  該当事項はありません。　

　

（追加情報）

　　　当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成

21年３月27日）および「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針

第20号　平成20年３月21日）を適用しています。　
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（金融商品関係）

　　　　該当事項はありません。

　

（有価証券関係）

　該当事項はありません。

 

（デリバティブ取引関係）

　該当事項はありません。

 

（ストック・オプション等関係）

　該当事項はありません。

 

（企業結合等関係）

　該当事項はありません。

（資産除去債務関係）

　　　　該当事項はありません。

　

（賃貸等不動産関係）

　　　　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
（平成22年６月30日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

１株当たり純資産額 1,426.03円 １株当たり純資産額 1,400.23円

（注）１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりです。

 
当第１四半期連結会計期間末
（平成22年６月30日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

純資産の部の合計額（百万円） 17,936 17,603

純資産の部の合計額から控除する金額（百万円） 397 381

（うち少数株主持分） (397) (381)

普通株式に係る四半期末（期末）の純資産額

（百万円）
17,539 17,222

１株当たり純資産額の算定に用いられた四半期末

（期末）の普通株式の数（千株）
12,299 12,299

　

２．１株当たり四半期純利益金額等

前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 16.11円 １株当たり四半期純利益金額 51.36円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載していません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載していません。

　

（注）１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりです。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 　 　

四半期純利益（百万円） 198 631

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益（百万円） 198 631

期中平均株式数（千株） 12,299 12,299

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

（リース取引関係）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

平成22年５月18日開催の取締役会において、次のとおり剰余金の配当を行うことを決議しました。

（1）配当金の総額………………………………………270百万円

（2）１株当たりの金額…………………………………22円00銭　

（3）支払請求の効力発生日および支払開始日………平成22年６月８日

（注）　平成22年３月31日現在の株主名簿に記載または記録された株主に対し、支払いを行います。　
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年８月11日

ステラケミファ株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 松村　 豊　　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 平岡　義則　　 印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているステラケミファ株式

会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平

成21年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半

期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ステラケミファ株式会社及び連結子会社の平成21年６月30日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい

ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

追記情報　

　重要な後発事象に記載のとおり、会社は平成21年７月10日に投資有価証券を売却している。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しています。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年８月10日

ステラケミファ株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 松村　 豊　　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 平岡　義則　　 印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているステラケミファ株式

会社の平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成22年４月１日から平

成22年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半

期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ステラケミファ株式会社及び連結子会社の平成22年６月30日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい

ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しています。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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